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論文内容要旨
 細納内皮系統(以下網内系と略す)は全身に散在し,貧食能に豊んだ,生体染色陽性の細胞系統に
 対して名付けられた名称で,機能的単位である。この網内系の機能の主なものは異物貧食能である。
 また従来臨床的,実験的に網内系機能検査法として用いられて来たものは,大部分が貧食能を指標と
 するものであるが,臨床的に応用の可能な網内系機能検査のうちで貧食能を指標にする方法は,
 1311AggregatedAlbuminによる方法とコンゴーレッド法によるものとの二つのみといって
 もよい。しかし前者は試薬の調整が困難であり,手技も繁雑であるため一般的には余り用いられず,
 後者が広く用いられて来た。コンゴーレッド法は1925年Adler-Reimannにより提唱された
 方法であるが,手技が簡便であり,臨床的にも何等の副作用もなく実施し得るため広く用いられてい
 る。しかるにコンゴーレッド法の意義に関して従来異論も多く,網内系機能検査法ではないとする意
 見も多かつ幅この点を解明するためにわれわれはトリチウムコンゴーレッドによるオートラジオグ
 ラフィー法によって,網内系機能検査法としてのコンゴーレッド法の再吟味を行なった。その結果静'
 注されたトリチウムコンゴニレッドは,ほとんど選択的に肝星細胞によって摂取されていることが明
 らかとなった。この実験成績からコンゴーレッドは,網内系のなかで,少くとも肝星細胞による貧食
 をうけることが明らかにされた∩若しコンゴーレッドが星細胞のみに選択的に摂取されるならぽ,コ
 ンゴーレッド指数は肝星細胞数と併行して増減する可能性が考えられる。すなわちコンゴーレッド指
 数が肝星細胞数と負の相関を示すならぽ,コンゴーレッド指数は肝星細胞機能をあらわすものである。
 私ば以上の観、点から臨床的,動物実験的に種々の条件におけるコンゴーレッド指数と肝星細胞の動態
 との相関についての検討を行なうことによって,肝星細胞の病態生理の解明,コンゴーレッド指数の
 意義についての基礎的吟味を目的とする実験を行なった。第2に担癌動物の網内系機能に関する研究
 は多いが,その成績は種々である。すなわち動物移植癌の網内系機能は初期に亢進,末期に低下する
 という成績が多いが,必ずしも一定の傾向はみられていない。私はトリチウムコンゴーレツドオート
 ラジオグラフイー法によって,実験的にAH66下移植D・n∫yuRatの網内系機能の検討を行な
 った。
 実験対象は諸種列科的疾患で手術時に肝切片を採取し得た30例,剖検例5例,計35例で,手術前
 または死亡前にコンゴーレッド指数を測定し,肝組織標本より肝星細胞を算定し両者の対比を行なっ
 た。星細胞の算定はそれぞれ中心静脈周辺部,グリツソン鞘周辺部及び両者の中間部位において肝細
 胞1000コに対する星細胞数を算定した。コンゴーレッド指数の正常値は50～72であるが,対
 象例35例の値は58から100の間に散在した。これらの症例における星細胞数は中心静脈周辺部
 25～226,グリツソソ鞘周辺部で25～200,中間部で10～130の間に散在しており,各
 々 について両者の相関指数を求めたが,いづれも有意の相関は認められなかった。以上の臨床例にお
 ける星細胞数は種々の刺激要因によって容易に影響される事が考えられるので,臨床例における両者
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 の相関関係の意義は少ない。そこで私は実験的に星細胞増生を起す諸種網内系機能刺激短期投与,長
 期投与実験を行なった。実験動物は200～3009の雄D・nryuRatを用いた。網内系機能刺
 激剤としてコソムニン,ザイモーサン,強力ミノファーゲソ。を用いた。コンムニソ短期投与群は1
 CC/k91回皮下注射,長期投与群は同量を連日2週間注射し,ザイモーサソ短期投与群は20卯/k9
 1同腹腔内注入,長期投与群は同量を連日2週間注射し,強力ミノファーゲソCのa群は1日10C/
 k9,b群は1日4CG/㎎宛14日,連日腹腔内注入後に各種の測定を行なった。まずコγゴーレッド
 指数は,対照群(30匹)で57.4±8、4,コソムニソ(5匹),ザイモーサン(5匹)短期投与群
 で58.4±9.6,71.4±4.3,コソムニソ(10匹),ザイモーサン(9匹)長期投与群で60、1
 士7.2,53.5±8・1,強力ミノファーゲンClCC/晦(g匹),4㏄/k9(13匹)14日連日投
 与群で60.4±5.8,59.0±10.2であり,ザイモザン14日群においてのみ軽度低下すなわち網
 内系機能の亢進が認められたが,その他の群では上昇または不変である。つぎに肝星細胞数の変動を
 中心静脈とグリツソン鞘の中間部においてみると(各群5匹),対照群267±18,.コソムニン,
 ザイモザン短期投与群で454±32,309±13,長期投与群で3gO±32,583±75,
 強力ミノファーゲソC1㏄/㎎,4CC/kg14日投与群で310±16,300±35であり,いず
 れの群においても対照群より増加している。中心静脈周辺部,グリツソン鞘周辺部でもこれと同様の
 増加が認められた己以上より臨床例における成績と同様に動物実験においても,コンゴーレッド指数
 と星細胞数との間に有意の相関は認められないことが明らかである。つぎにコソムニソ,ザイモーサ
 γ,強力ミノファーゲンC14日連続投与後トリチウムコンゴーレッドを静注し,24時間後の肝組
 織標本のオートラジオグラフィーを行ない,星細胞のグレィン数を算定すると,いづれの群も対照群
 に比しグレイソ数の増加がみられた。以上の動物実験を総括すると,各種網内系機能亢進剤の短期叉
 は長期投与により星細胞数の著明な増生がおこるが,この状態でトリチウムコンゴーレッドを静注す
 ると星細胞への摂取の亢進が認められ,同様の状態でコンゴーレッド指数の測定を行なうと網内系機
 能は不変,悪化を示した。すなわちコンゴーレッド法は網内系機能全体を反映するかどうかは別とし,
 星細胞機能検査法としての基礎条件をみたすものと考えられる。
 つぎにAH66下移植D・nry甘Ratに移植後経時的にトリチウムコンゴーレッドを静注し,肝組
 織標本を作成し,星細胞数および星細胞へのトリチウムの摂取を算定したが,星細胞は不変,トリチ
 ウムグレイン数は移植後一時低下するも,2～4日目に再度上昇し,やがて下降し死亡する傾向がみ
 られる。脾細網細胞へのグレイン摂取が移植群において屡々認められた。
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 審査結果の要旨
 著者は諸種外科的疾患で手術時に肝切片を採取し得た30例,剖検例5例,計35例で,手術前ま
 たは死亡前にコンゴーレッド指数を測定し,肝組織標本より肝星細胞を算定し,両者の対比を行ない,
 さらにトリチウムコンゴーレツドオートラジオグラフイー法によって,実験的にAH66F移植
 DonryuRatの網内系機能の検討を行なっている。
 すなわち,各種網内系機能亢進剤の短期叉は長期投与により星細胞数の著明な増生がおこるが,こ
 の状態でトリチウムコンゴーレッドを静注すると星細胞への摂取の亢進が認められ,同様の状態でコ
 ンゴーレッド指数の測定を行なうと網内系機能は不変,悪化を示したので,コンゴーレッド法は網内
 系機能全体を反映するかどうかは別とし,星細胞機能検査法としての基礎条件をみたすものと考えら
 れると結論している。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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